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パ
ツ
し
大

7
県
全
て
で
減
少
し
、
長
崎
が

9
・
8
Z減
と
、
最
も
減
少
幅
が

大
き
か
っ
た
。
他
6
県
は
福
岡
4

・
8
Z減
マ
佐
賀
4
・
8
銘
減
マ

熊
本
6
・
4
Z減
マ
大
分
7
・
7

vm減
マ
宮
崎
8
・
8
v
m減
マ
鹿
児

島
1
・
4
Z減
だ
っ
た
。
全
国
は

4
・
5
Z減
の
釘
万
6
5
8
4台

で、

5
カ
月
ぶ
り
に
減
少
し
た
。

事一一百匿

σ，
穿
完
カ
亨
↓
ノ
事
務

σ，仇

業
員
3
0
0人
以
下
の
企
業
向
け

に
策
定
方
法
を
説
明
す
る
。
講
師

は
キ
ャ
リ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
清

家
三
住
子
常
務
な
ど
。
は
、
日
日

は
午
前
叩
時
と
午
後
1
時
開
始
の

2
回
、
げ
日
は
午
後
1
時
開
始
。

各
国
と
も
内
容
は
同
じ
で
先
着
約

加
入
。
受
託
事
業
者
の
日
経
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外
国
人
に
よ
る
起
業
を
後
押
し
す
る
た
め
、
福
岡
市
が
在
留
資
格
を
緩

和
す
る
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ビ
ザ
」
制
度
を
昨
年
ロ
月
上
旬
に
始
め
て
約

3
カ
月
に
な
る
。

2
月
末
ま
で
の
申
請
は
4
人
で
、
市
は
年
間
別
人
程
度

の
利
用
を
貝
込
む
。
企
業
の
多
様
化
や
市
場
の
国
際
化
が
期
待
で
き
る
外

国
人
の
起
業
を
呼
び
込
む
に
は
何
が
必
要
か
。
制
度
を
利
用
し
た
人
や
既

に
事
業
を
営
む
人
の
現
状
と
課
題
を
探
っ
た
。

(
井
上
直
樹
)

と
評
価
。
今
後
1
年
間
で
利
用
者
1
万

人
獲
得
を
目
標
に
す
る
。

市
創
業
・
大
学
連
携
課
は
「
外
国
人

の
起
業
が
増
え
れ
ば
、
雇
用
増
の
ほ
か

地
場
企
業
の
海
外
展
開
に
も
つ
な
が

る
」
と
期
待
す
る
。

•• 1
月
に
米
国
か
ら
福
岡
市
に
来
日
し

た
ば
か
り
の
ザ
ッ
カ
リ
l
・
ス
コ
ッ
ト

さ
ん
(
お
)
は
、
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
だ
。

事
業
開
始
ま
で
に
困
っ
た
点
は
、
在

留
力
l
ド
が
で
き
る
ま
で
、
銀
行
口
座

を
開
設
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。
当
初
、

日
本
人
の
友
人
の
口
座
に
資
金
を
預
け

た
と
い
う
。

「
米
国
で
は
会
社
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
簡
単
に
登
録
で
き
る
が
、
日

本
で
は
『
印
鑑
証
明
』
な
ど
の
手
続
き

工アブサン福岡支

星永勲斐

を
、
昨
年
目
月

に
4
往
復
に
増

や
し
た
ば
か

り。

3
年
間
の

任
期
中
に
1
日
6
往
復
ま
で
増
や

す
よ
う
会
社
に
命
じ
ら
れ
て
来
日

し
た
。円

安
を
追
い
風
に
韓
国
か
ら
の

福岡-釜山線

日
本
で
の
販
路
拡
大
ヘ
、
て
こ
入

れ
を
図
る
考
え
だ
。

「
釜
山
と
福
岡
と
い
う
姉
妹
都

市
を
往
来
す
る
人
た
ち
の
懸
け
橋

に
な
り
た
い
」

。
福
岡
で
の
路
線

充
実
に
全
力
を
注
い
だ
先
に
、
北
，

九
州
や
鹿
児
島
な
ど
九
州
の
他
都

市
で
の
路
線
開
設
を
見
据
え
る
。

ー
で
帰
宅
中
、
「
な
ん
で
真
夜
中
に

ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
で
走
る
の
か

理
解
で
き
ん
」
と
同
乗
者
に
語
り

か
け
た
ら
、
中
年
の
運
転
手
が
ボ

ソ
リ
と
一
言
。
「
実
は
私
、
通
っ
て

る
ん
で
す
」

。
気
ま
ず
く
な
っ
た

V
中
年
の
域
に
達
し
、
足
腰
を
中

心
に
体
力
低
下
を
実
感
す
る
。
近

く
低
コ
ス
ト
で
既
存
の
商
業
ビ
ル

に
入
居
す
る
こ
と
が
多
い
。
深
夜

は
従
業
員
が
お
ら
ず
、
自
分
で
鍵

を
開
け
る
ジ
ム
も
あ
る
。
だ
か
ら

会
費
も
安
い
。
と
は
い
え
、
真
夜

中
に
運
動
す
る
人
が
増
え
、

M
時

間
型
ジ
ム
が
乱
立
す
る
夜
型
社
会

は
、
ど
こ
か
病
ん
で
い
な
い
か
。

ひ
と

許認可手続き複雑、東京に留学生流出

関係者「地元企業と接点を」

(第3種郵便物認可)

「
学
生
時
代
に
留
学
生
と
し
て
過
ご

し
た
福
岡
市
で
事
業
を
展
開
し
た
い
」
。

フ
ラ
ン
ス
出
身
の
ト
マ
・
ポ
プ
ラ
ン
さ

ん
(
釘
)
と
ヤ
ス
ミ
ン
・
ジ
ュ

1
デ
ィ
さ

ん
(
お
)
は
意
気
込
む
。

2
人
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ビ
ザ
制
度

認
定
第
1
号
。
フ
ラ
ン
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
を
卒
業
し
、
米
ウ
ォ

l
ル
街

で
働
い
た
経
歴
も
あ
る
。
福
岡
で
立
ち

上
げ
た
事
業
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
、
学
生
に
仕
事
や
雑
用
を
依
頼
し
た

い
人
と
、
学
空
を
つ
な
ぐ
サ
ー
ビ
ス
だ
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ビ
ザ
で
「
2
人
以

上
の
職
員
か

5
0
0万
円
以
上
の
投

資
」
と
い
う
条
件
は
、
半
年
間
猶
予
さ

れ
る
。
ポ
プ
ラ
ン
さ
ん
は
「
ビ
ザ
緩
和

の
お
か
げ
で
、
市
場
調
査
や
営
業
活
動

も
で
き
、
人
を
雇
用
し
や
す
く
な
る
」

{;;;一古 ¥ iスタートアップlワードitを劇ビザ」制度 2015年
目温幽 9月の国家戦略特区

: 法改正により、日本で企業
を経営するための「経営・
管理ビザ」取得の要件であ
.る 12人以上の常勤職員ま

たは500万円以上の投資」
を半年間猶予する制度。福

; 岡市と東京都が制度を設け
ている。

が
難
し
い
」
と
苦
笑
い
す
る
。

日
本
貿
易
振
興
機
構
(
ジ
ェ
ト
ロ
)

が
2
月
に
公
表
し
た
全
国
調
査
で
は
、

外
資
系
企
業
に
と
っ
て
、
日
本
に
お
け

る
ビ
ジ
ネ
ス
の
阻
害
要
因
の
ト
ッ
プ
は

「
行
政
手
続
き
や
許
認
可
な
ど
の
複
雑

さ
」
だ
っ
た
。
ジ
ェ
ト
ロ
対
日
投
資
部

は
「
書
類
の
多
言
語
化
や
オ
ン
ラ
イ
ン

対
応
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
行
政
窓
口
も

複
数
あ
る
こ
と
な
ど
が
課
題
」
と
指
摘
。

福
岡
市
と
同
様
に
ビ
ザ
緩
和
を
始
め
た

東
京
都
は
、
ビ
ザ
や
社
会
保
険
な
ど
の

開
業
手
続
き
が
1
カ
所
で
済
む
「
東
京

開
業
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
」
を
既

に
設
立
し
て
い
る
。

•• 入
国
管
理
局
に
よ
る
と
、
会
社
を
経

営
す
る
「
経
営
・
管
理
ビ
ザ
」
で
福
岡

県
に
住
む
外
国
人
は
4
5
6人

(
2
0

1
5年
6
月
時
点
)
。
九
州
7
県
で
も

計
6
1
2人
で
増
加
傾
向
と
は
い
え
、

全
国
(
工
万
6
2
9
4人
)
の
3
・
7

vm
に
と
ど
ま
る
。

「
優
秀
な
留
学
生
た
ち
が
、
起
業
す

る
際
に
東
京
ヘ
行
っ
て
し
ま
う
」
。
外

国
人
向
け
の
日
本
語
学
校
な
ど
を
叩
年

以
上
運
営
す
る
「
A
L
I
S
Aス
ク
ー

ル
」
(
福
岡
市
)
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
l

・
ビ
ナ
l
社
長
は
、
こ
う
指
摘
す
る
。

同
社
は
数
年
前
か
ら
、
留
学
生
に
地
元

企
業
で
就
業
体
験
を
し
て
も
ら
い
、
地

域
で
の
就
労
を
促
す
事
業
を
進
め
る
。

イ
ヌ
ゴ
7
人
D
ジ
ャ

l
y
-
-ぺ
b
ン
武

に
新
鮮
味
を
感
じ
て
も
ら
え
る

シ
ョ
ッ
プ
に
育
て
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
た
。

長
崎
館
(
約
3
3
0平
方

M
)

は
東
京
駅
か
ら
徒
歩
約
5
分
の

長
崎
県
が
東
京
に

初
の
ア
ン
テ
ナ
庖

日
本
橋
、
九
州
5
県
目

長
崎
県
初
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
「
日
本
橋
長
崎
館
」
が

7
日
、
東
京
都
中
央
区
日
本
橋

に
オ
ー
プ
ン
し
た
H
写
真
。
全

国
の
道
県
が
都
内
に
開
設
す
る

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
お

番
目
、
九
州
の
県
で
は
福
岡
、

佐
賀
を
除
く
5
番
目
。
長
崎
県

の
中
村
法
道
知
事
は
式
典
で

「
他
県
に
負
け
な
い
よ
う
、
常

起
業
を
目
指
す
人
や
起
業
聞
も
な

い
人
に
対
象
を
限
定
し
た
共
同
住
宅

「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」
が
ロ
日
、
福
岡

市
西
区
に
オ
ー
プ
ン
す
る
つ
起
業
家

に
絞
っ
た
本
格
的
な
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

は
福
岡
で
初
め
て
と
み
ら
れ
る
。

市
営
地
下
鉄
姪
浜
駅
近
く
の
4
階

建
て
元
社
員
寮
を
改
修
し
、
名
称
は

「

D
i
s
c
o
v
e
r
y
M
e
i

n
o
h
a
m
a
w
e
s
t
(デ
イ

ス
カ
パ
リ
l
姪
浜
ウ
エ
ス
ト
)
」

。

運
営
す
る
地
場
不
動
産
会
社
、
九

州
レ
ッ
プ
も
2
0
1
0年
劃
業
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
。
福
岡
で
は
創
業
熱
が
高

ま
っ
て
い
る
が
「
資
金
調
達
や
事
業

計
画
な
ど
の
悩
み
を
深
く
雲
り
合
う

場
が
少
な
い
」

〈白
砂
光
唄
社
長
)

た
め
、
企
画
し
た
。

| 

起業家専用シェアハウス

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
1
階
。
観
光
、

物
販
、
イ
ベ
ン
ト
、
軽
飲
食
の

四
つ
の
ゾ
l
ン
を
設
け
、
長
崎

ち
ゃ
ん
ぽ
ん
や
あ
ご
だ
し
な
ど

千
種
類
の
県
産
品
を
扱
う
。
「
旅

の
案
内
人
」
「
食
と
暮
ら
し
の

案
内
人
」
な
ど
係
員
が
常
駐
、

情
報
提
供
も
行
う
。

開
設
費
約
1
億
7
千
万
円
。

年
間
運
営
費
は
約
1
億
2
千
万

円
。
2
0
1
6年
度
の
来
場
者

は
、
日
本
橋
周
辺
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
平
均
の
M
万
人
を
見

込
む
。

(
伊
東
秀
純
)

福岡市に開設、先輩経営者と交流

居
室
は
広
さ

6
畳
程
度
で
計
M

室
。
リ
ビ
ン
グ
や
台
所
、
風
目
は
共

有
。
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
付

き
の
セ
ミ
ナ
ー
室
や
撮
影
ス
タ
ジ
オ

が
あ
る
ほ
か
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
経
営
者

の
先
輩
ら
を
招
い
て
の
勉
強
会
や
事

業
計
画
の
発
表
会
を
定
期
開
催
す

る
。
基
本
的
な
入
居
費
用
は
家
賃
や

ネ
ッ
ト
・
コ
ピ
l
機
使
用
、
清
掃
、
水

道
・
電
気
代
込
み
で
月
額
7
万
円
。

既
に
大
学
生
ら
数
人
の
入
居
が
内

定
し
、
福
岡
県
外
や
海
外
か
ら
も
問

い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
る
。
自
ら
入

居
す
る
白
砂
氏
は
「
起
業
す
る
人
は

孤
独
な
も
の
。
生
活
を
と
も
に
し
て

成
功
や
失
敗
を
共
有
し
、
創
業
機
運

を
高
め
る
場
に
し
た
い
」
と
し
て
い

る
。

(
川
合
秀
紀
)

九
州
の
倒
産
件
数

一
飲
食
料

3
ヵ
月
連
続
減
少

一
販
売
額

2
月
、
負
債
総
額
も
減

一

1
月
、
九
山

墓
京
商
工
リ
サ
ー
チ
福
岡
支
一
一

九
州
経
済

社
が
7
日
発
表
し
た
2
月
の
九

一表
し
た
九
州

州
・
沖
縄
の
倒
産
件
数
(
負
債

一百
貨
后
・
ス

1
千
万
円
以
上
、
私
的
整
理
を

一は
、
全
居
べ

含
む
)
は
、
前
年
同
月
比

8
・
一比
1
・
2
Z

1
Z滅
の
日
件
で
、

3
カ
月
連

一円
で
、

2
力一

続
で
前
年
同
月
を
下
回
っ
た
。

一た
。
冬
物
衣

負
債
総
額
も
幻
・

4
Z減
の
臼
っ
た
が
、
飲
一

億
1
千
万
円
で
、

2
カ
月
ぶ
り

一
っ
た
。
既
存

に
前
年
同
月
を
下
回
っ
た
。

一増
で
、

1
月

ま
た
東
日
本
大
震
災
関
連
倒

一は
比
較
可
能

産
は
、
今
年
2
月
末
ま
で
の
約

一来
、
最
大
と

5
年
間
で
1
0
5件
発
生
。
業
一

百
貨
居
(
一

種
別
で
は
、
観
光
客
の
減
少
や

一
5
・
8
w
m減一

自
粛
ム
1
ド
の
影
響
を
受
け
た

一中
旬
ま
で
雪

サ
ー
ビ
ス
業
ほ
か
が
お
件
で
ト

↑や
セ
ー
タ
ー

ッ
プ
。次
い
で
製
造
業
(
幻
件
)
、

一上
、
下
旬
の

3
位
は
建
設
業
と
卸
売
業
(
と

一伸
び
悩
ん
だ
-

も
に
げ
件
)
だ
っ
た
。
同
支
社
減
少
で
1
眉

は
「
原
材
料
の
供
給
が
ス
ト
ッ

一な
っ
た
こ
と

E
FLE
Z
ν
-
C川
〕
出
岡
田

huh
h
FR
!
日
l

i賞「兵士とともにJ

i本氏らにアジア貢献賞

ミャンマーから持ち
った旧日本兵の鉄かぶとを

る井本勝幸さん
こ 7日、福岡市博多区

に
取
り
組
み
、
現
地
政
府
と
の

和
平
協
議
の
仲
介
役
を
務
め

た
。
現
地
に
残
さ
れ
て
い
る
旧

日
本
兵
の
遺
骨
の
帰
還
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
日
は
、

4
日
に
帰
還
し
た
ば
か
り
の
遺

骨
と
一
緒
に
持
ち
帰
っ
た
鉄
か

ぶ
と
を
会
場
に
持
参
。
「
名
も

uchikawa
長方形


